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0人事院規則9 - 2 （俸給表の適用範囲 ）の一 部を改正
する人事院規則（人事院9 - 2 - 25 )  （平8 . 7 . 1 
官報第1924号 ）
0人事院規則9 -17 （俸給 の特別調整額 ）の一 部を改正
する人事院規則（同 9 - 17 57) （向上 ）
0人事院規則9 -42 （指定戦俸給表の適用を受ける 職員
の俸給月額 ）の一 部を改正する人事院規則（同9 -42-
11 ) （向上 ）
0人事院規則9 - 55 （特地勤務手当等）の一 部を改正す
る人事院規則（同 9 - 55- 38) （同上 ）
0人事院規則11- 8 （職 員の定年）の一 部を改正する人
事院規則（同11- 8- 5 ) （同上 ）
3司事l�






富山大学公開講座 規則 の一部を改正す る 規則
富山大学 公開講座規則（昭和57年11月12日 制定）の
一 部を 次のように改正する。
第 3条中「，次に掲げるものとし． 第 8条第 1 項に規
定する公開講座委員会の議を経て開設する。 J を 「， 次
に掲げるものとする。 J に改め，同条に次の2 項を加える。
2 前項第l号 に規定する公開講座 は，富山大学生涯学
習教育研究センター（ 以下 「センター」という。 ）が
企画及び立案し，その実施にあたる。
富山大学長 小 黒 千 足
















































































平成9年度入学者選抜要項を去る7月 1 1日（木）に発表しました。 昨年度との変更点及び入学者選抜の概要 は、 以下のと
おりです。
一般選抜について
実施 方 法 及び実施日 程について
日 程 は，国大教の平成9 年度実施 要領に基づく変更で，年月日 （曜）の変更が主である。
① 出願期間 平成9 年 1月27日（月）～2月 4 日（刈 ［昨年度 1 /22伺）～ 1 /31（水）］
② 検査期日 ・ 前期日 程 平成9 年2月25日ω ［昨年度2 /25（日）］
後期日 程 平成9 年3月 12日（水） ［昨年度3/ 1 1（月）］
合格発表 前期日 程 平成9 年3月 6 日（対の予定 ［昨年度3/ 6 （刻］
後期日 程 平成9 年3月2 1日（到の予定 ［昨年度3/2 1(木）］
入学手続：前期日 程 平成9 年3月 13日（材 14日（剣の予定 ［昨年度3/ 12（札 13日（水）］





① 前期927人，後期32 1人，専門高 校卒業生選抜8人，特別選抜236人，計 1,492人とした。
［昨年度の確定募集人員 前期975人，後期32 1人，特別選抜196人，計 1,492人］
② 工学部で一般選抜の一 部として専門高 校卒業生選抜（8人）を新 規実施 。
④ 
(3) 入学者選抜方 法等について
① 一般選抜の一 部として，専門高 校・ 総合学科卒業生選抜が導入されたことに伴い，様式を改めた。
② 旧教育 課程履修者に対する経過措置について標記した。
(4) 入学者選抜実施教科・ 科目等について
① 全 体：新教育 課程履修者受験に伴い実施教科・ 科目を変更。 （笑施教科・科目について は，平成6 年12月
に公表済。 経過措置について は，平成8年 1月 に公表済。 ）
旧教育 課程履修者に対する経過措置，専門高 校卒業生選抜の項目を設けた。
人文学部：基本的に変更なし
教育学部・実 技検査の内容（課題曲，楽器， 種目等）を一 部変更
経済学部：夜間主コース 全学科が後期日 程でセンタ一試験5 教科6 科目から3教科3科目に変更。
理 学 部・ 生物学科が前期日 程でセンター試験4 教科5 科目から5 教科6 科目に変更。




［昨年度1 1/6明ト 1 0幽］
［昨年度12 / 12（火ト 18（月）］
特別選抜について
は） 実施日 程について
① 出願期 間：平成8年1 1月 5 日（刈～1 1日（月）
人文学部推薦入学（センター試験を課す）は 平成8年 12月 13日幽～ 19日（材
2 
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② 検査期日：平成8年1 1月27日嗣
人文学部推薦入学（センター試験を課す）は， 平成9年1月22日（対
③ 合格発表：平成8年1 2月5 日（材の予定
人文学部推薦入学（センター試験を課す）は， 平成9年2月7日幽の予定








① 経済学部昼間主コース で職業科 以外の学科卒業見込み者を対象とした推薦入学を新 規実施 （30人募集 ）。
② 理学部で社会人特別選抜を全学科で実施 （数学科 は新 規実施 ）し， 募集人員を若干名 から各学科1 人計 6 人と
した。
③ 工学部で社会人特別選抜と帰国子女特別選抜を全学科で新 規実施 （社会人：各学科1 人計4 人， 帰国子女－若
干名 募集）
(3) 入学者選抜方 法等について








⑤ 理 学 部：数学科の推薦入学で面接に加え小論文を実施 。
物理学科の推薦入学で 「推薦書（物理担当教 諭の所見を含む。 ）」とし， （ ） 書を追加した。
⑥ 工 学 部：推薦入学で専門教育を主とする学科（工業）の卒業見込み者の履修科目の指定を理科Iから総合理
科又 は理科 2 科目に変更。
3 私費外国人留学生選抜について
( 1) 実施 日程について
① 出願期間 平成9 年1 月27日（月）～ 2月 4日（刈
② 検査期日：平成9 年2月25 日伏）
③ 合格発表：平成9 年3月6 日（材の予定








③ 教育学部：実 技検査の内容（課題曲， 楽器，種目等） を一部変更。
④ 経済学部：基本的に変更なし。
⑤ 理 学 部：基本的に変更なし。
⑤ 工 学 部：基本的に変更なし
4 そ の イ也
(1) 入試情報インターネットホーム ページの開設
ホーム ページを新 規開設し， 入試情報を提供していくことにした。
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学科 課程等 定 員 卒業生選抜 備 考前期日程 後期日程 （前期日程） 推薦入学 情由子女特別選抜社会人特別選抜
人 人 文 学 科 70 49 15 6 若干名 若干名
文 国際文化学 科 40 26 10 4 若干名 若干名
学 言語文 化 学 科 85 57 20 8 若干名 若干名
音II 計 195 132 45 18 若干名 若干名
小学 校教員養成課程 100 70 30 
手文 中学 校教員養成課程 50 24 12 14  推薦入学は．数学，理科，音楽，美術，保健体育，家庭及び技術専攻各2人
育 養護学佼教員養成課程 20 14  6 
幼稚園教員養成課程 30 21  9 
ょ-Jf: 教育情報コース 24 12  6 6 
情報教育 環境情報コース 16  8 4 4 で百＇II 課 程 小 計 40 20 10 10 
240 149 67 24 
t_ 王 経済学 科 155 100 31 24 若干名
｜間
経営学 科
120 76 24 20 若干名王最�f
コ
経営法学科
100 64 20 16 若干名
I斉 ス 小 計 375 240 75 60 若干名
夜 経済学 科 20 2 4 7 7 
A寸ー5・ 間
経営学 科
20 2 5 7 6 主
コ
経営法学科
20 2 5 6 7 
吉II
ス 小 計 60 6 14  20  20 
言十 435 246 89 80 若干名 20 
委主 ，当寸 一・ 科 52 29 7 15 若干名 1 
理 物 理 寸主以4． 科 42 26 9 6 若干名
イヒ
学 科




38 31  6 若干名
地 球 科 学 科
30 24 5 若干名
部
生物園環境科学科
30 19 5 5 若干名
計 230 158 40 26 若干名 6 
電子情報工．学科





101 62 21 2 15 若干名
サー 物 質 工 学 科 80 49 16 2 12 若干名
告II 化 学生物工学 科 79 48 16 2 12  若干名
392 242 80 8 58 若干名 4 







選抜方法等｜ 個別学力検 査 等
寸ヱムー
個旧




技接論の内容と大学一入試合格者数学検 文センター試験の成定そ査る査 績により第l段階員経 をを γ を過を 選抜 を行い，そのオ課量課h一課合格者について更すのす主す すに必要な検金等を る













国際 文化学 科IOI×｜×｜×｜×｜ × ｜×｜×｜｜×｜×｜×｜×｜× 
言語 文化学 科
小学校教員養成課程
轟 轟 a‘ ・酔 ， . ’ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・ ． ． ． ． ．．．．． ． ．  
教｜中学校教員養成課程（国語，社会，数学，理科，
家庭，技術．英語専攻）育l. . . . ・ ・・ 0 ・ ー 一 一 一一 一 一 一 一一.....1 養護学校教員養成課程
ー ー ー ー ・ a ・・a ． ． ．‘・‘ ・‘ 亭 晶 晶 ． 晶 . . . . . . ， ， ，圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃－－－－－
学｜幼稚園教員養成課程























育専課攻程） 一×O× × × × i× ｜× ｜× ｜× ｜× ｜｜月昼 経 1斉 学 科間 ー ー ー・ a ・ 4 亭 骨
第379号
( 3 - 1 )  
f鵡 考
（欠員の補充の方法等）
経｜主 経 営 t以子 科 。 。コ
済I I ス 経営法学 科
学｜夜 経 済 学 科
× × × × ×  l���TI 姐補光一 9月下25 旬頃に発表予定 の学生募集要項に記載する。
間 ’・ ．，． ， ， ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ . .  ・・a ．‘ ・ 骨 骨 骨 ’ . . .








圃 圃 晶 .. . . .‘ 晶 晶 a， ， ， ’ ‘ ・．
学 科学｜ 一 一一一一一 ·· · · · · · · · · ·  -jOIOI×l×l×｜ × ｜×｜×｜｜×｜×｜×｜×｜× 生 物 弓出一． 科
· -- - · · · · - - - - -----








ー ー ー ー . . a 晶 晶 晶晶a a晶晶晶晶晶．‘ 骨 骨 ＋ ，
機械システム工学科
物 質 工 ヲ出L． 科
ー ， ， ， ． ， ． ．． ，， ， ． ，
化学生物工学科
。 。× × × × × 
1. 0印は，当該検査等を課すこと又は該当することを示す。































人 文 A寸U与． 宇十
ー ”・・・・・・a 圃 晶 . . .. ー・・ ・. ...ーー・p・...
国 際 文 化 学 科
－ － － －  ー ． ． ． ． ．‘ ・ ・晶 晶 ．‘ － a‘ 4・ . 4・．，． . . ........ .. 
言 語 文 化 学 科
小学 校 教員養成課程
ー ． ， 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 a • a晶 晶 ...ー・ ・ ・ ー・・ーー・．．．．．．．．
養護 学 校教員養成課程ー ’ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ーーー，，，........ . －ーー・ーー・．
幼稚園教員養成課程
中 国語， 英語 専攻
学事校文 社会． 数学， 家庭．
養員
技 術 専 攻
成 理 科 専 攻
言果 音 楽， 美 術手；是 保 健 体 育 専 攻











経 済 学 科
．‘ ・‘ ・ “ ・‘ ・‘ ・‘ . ...“・ ‘ ・ー・ ・ ・ ・＋・・・b・ーー ． ． ． ． ・・．．
，司比叉 井昌,,_ ：出子． 科
”’・・・・． ． ， ．‘・ ．． ．‘・．‘・‘司・‘.....・..‘・ー・．
経 営 法 学 科
経 済 学 科
ー . . . a ・ a • • • •  ・a ・ － e ， ・ ・・ ー ー ー...・． ． ．
経 営 学 科
4・ ． ． ． ． ． ． “ “・‘・ ・・‘・ ・・・・・‘・.........
経 営 法 学 科
，ーモ「ミト 科
’ ー ーーーーー・ a ・ ， . . . . . . . e・....，亭亭 亭”・・・ ー － － · － － － － ·
生 物 学 科
’ ・ ・ . . ・ 4・ ・ ・ 4・ ・ ‘ ・ －－－ーー ー ー ー－ －－－－－－ー. . . . . . . .
生物園環 境 科学 科
物 理 学 科
ー， · － － － － － － － － － － ----· . .. . ー ー ー . .・...， ー ー ーー..
化 －註r会 科
地 球 科 学 科
電子情 報工 学 科
轟 轟 轟 轟 轟 轟 轟 ・ －－ ー ・ . . . . . 4・ － － － ー ． ． ． ． ． ． ． ． ．‘ ・ ・ ー ， . . . . .
機械システム工学科
晶 a， 晶 . . ー ・ 4炉 ・ 4’ ・ 一・ ．．． ． ． ． ． ． ．． ． ． ．‘・・ 4ト ー. .・ . . .. ・
ヰ却 質 工 学 科
化学生物 工 学 科










論 の 内容と大 学入試合格者数
学 検 文 センタ 試ー験の 成 定 そ
査 る 査 績により第1段階 員経 を を γ を 過 を 選抜を行い， その
元
課 書 課 イ一丁 課 合格者について更 す の
す 事 す す ド必要な検査等を る
る する一 る う る イ一丁う、 4率l立口 他
× × × × 。 × × × 
× 。 × × × × × 
。 × × × × × × 
× 
× × × 。 × × × 
× × 。 。 × × × 
× 。 × × × × × 
× × × 。 × × × 
。 × × × × × × × 
。 × × × × × × × 
× × × 。 × × × × 
× × × × 。 × × × 
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × × 。 × × × × 
参考 1. 0印は， 当該検査等を課す こと又は該当する ことを示す。
2 ×印は， 当該検査等を課さないこと又は該当しないことを示す。
専門高校・総合学科














る る う る 員
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
3 調査書に③標示を希望する。 （入 学者選抜方法の研究資料として利用するため。）
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人 文 学 科
－ － － ·‘－－·‘－“‘ ー・ ・ ・ ・ － － － ， ， ・ ・ ・ ・ －－－－－－－－－－－－－－－－－
国 際 文 化 学 科
－ ．． ． ． ．‘・ ． ． “ ・・． a・ ー ・ 4・ ． ． ， ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ ． ．．．．．．．．
言 語 文 化 学 科
小学校 教員養成課 程
・ ・ 4・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ a‘ ・ ・ ・‘ ・ ， ， － ・ － － － ． ． ．‘ ・，，．‘・晶
養護学校教員養成課程




















数 学 専 攻
－・ ． ． ． ．． ． ． ． ． ． ． ． ーー，－－ -- - - · · · - - - - -
理 科 専 攻
・・・ ， ．‘ ・ ．‘ ・，－－－－－－－－－－－·’－－ － － · · · · · ·
家 庭 専 攻
・・・・・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
技 術i 専 攻
三目包 楽 専 攻
· · · - - . · · － ー ー ・ ． ． ．．・·－·－－－ --
美 体f 専 攻
ーー - － － ー ー ー ー ー ， . . . . ． ．‘ 亭 ・ ・ ， ， ， ， a --
保健体育 専 攻
教 育情報コース
ー ， 晶 ．‘ 争 骨 晶－ a’ ・ － ·‘ ー ー ， － 晶 ・ ・ － ・・ 4・ － -
環境情報コース
経 1斉 学 科
ーーーーー ・ ．‘ ’ ー ー ー ー － － － ・ － － － ·‘ ーーー－－－－－－－
経 p邑＝． と寸ιー 科
・ ． ． ． ． ． ．．． ． ． ． ． ． ． ．．．．．．． ． ． ． ．．．．．．
経 営 法 学 科
経 i斉 学 科
－ －ー － ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ー－－－－－－－－－－ －－－－
経 P邑.,. 学 科
・ － ー ー ー ・ . . ー 骨 骨 骨 ・ －－・ー・・・・ ー ー ・a
経 営 法 学 科
信ー「会 科
· · · ··-··-·····--· ，，，ー・ーー－－－·』 · · · － ー ー ー ー ・ ． ． ，
物 理 学 科
化 学 科
ー ー － －． ． ．． ．‘ ・‘ ・ － ． 4酔 ・‘ ー ・ ． ． ． ． ．．．‘・·····－ · · · ·・
生 物 学 科
・ － ー ー ・ ー ー ー 晶 骨 骨 ー ーー． 骨 骨骨 骨 ・・ ・ ・ ー ー ー ー － － ’ ・ ・・ ・. . . . .
地 球 科 学 科
生物園環 境科 学 科
電子情 報 工学 科
機微システム工学科
ヰ知 質 工 守主主ん一 科
化学 生 物 工学 科
A主，，千 報




査 を免除し ， 査 及び大学
主杉実主を
面 論




を課する する す する つ る
。 × × × 。
× × × × × 
× × × × × 
× 。 × 。 。
× 。 。 。 × 
× 。 × × 。
× 。 × 。 。
× 。 × 。 。
× 。 × 。 。
× × × × × 
× 。 × 。 。

























・ ．‘ 晶 晶4・ a 晶 骨 骨 ．
4人

























































× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 





















① 面接 には， 基礎学力に関する試聞を
含む。
② 各学科 の募集人員欄中， 上段は普通




(1)前 期 日 程
------- 入学志願者 に解答させる＼＼＼＼竺科・科目名等 ｜ 選抜の対象
学部（学科，課程，専攻 等 名 －－－－－－－－
人
文 人 文 3寸1 ．ー 科
国 際 文 化 己寸主ー． 科
主寸主a ．ー －ー Eコ 圭ロ五ロ 文 イヒ ナ品ι 科
部
小学 校 教 員養成 課 程
教｜ 中 学 校 教 員養成 課 程（国語，社会 ，数学，理科， 前期日 程
家庭，技術 ，英 語 専 攻 ）
育
｜ 養護学 校教員養成 課 程 に 係 る
幼稚園 教 員養成 課 程 一般選 抜学｜ ↑育 報 教 育 5果 手皇
（教育情報コース，環境情報コース） の 全 部
部
中 学 校 教 員養成 課 程
（音楽， 美術，保健体育 専攻 ）
＊士"- i斉 寸Aと£一． 科
経｜昼間主 経 営 ぷ寸2．ー 科コース
済l 経 営 法 学 科
学l 経 i斉 P寸且．ー 科
夜間主
部｜ コース
経 戸邑"' ぶ寸且．ー 科
経 営 法 学 科
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 で 入 学 志 願 者 に











国（国I . 国II ) 
地歴（世A，世B, BA， 日B， 地理A，地理Bから1 ）一「
｜から1
公民（現社，倫理，政経から1 ) I 
数（数I・数A）と（数II .数学B， 工，簿， 情報から1 ) 
理（総理，物IB，化IB， 生IB， 地学IBから1 ) 
外（英，独，仏，中から1 ) 
5教科6科目




数（数I . 数A）と（数E・数B， 工， 簿，情報から1 ) 
理（総理，物IA，物IB，化IA， 化I B，生IA，生IB, 
地学IA，地学IBから1 ) 
外（英，独，仏，中から1 ) 
（注） 1 . 教育学部 において， 「地歴」のA科目を選択解答できる者は，高 等学校 においてA科目を履修した者 に限る。
個別 学 力 検 査 等 の 教 科 ・ 科 目 等
国（国I・国II ) 

















2. 経済学部及び工学部 において， 「工業数理」， 「簿記J ' 「情報関係基礎jを選択解答できる者は，高 等学校 においてこれらの科目を履修した者及び文部大臣の指定を受けた 専修学校高 等 課程の修了（見込み）者 に限る。
3. 大学入試センター試験で選択解答できる教科・科目 において，複数の教科・科目を受験している場合は，高得点の教科・科目を利用する。










個別 学 力 検 査 等 の 教 科 ・ 科 目 等 そ の 他大 学 入 試 セ ン
タ ー 試 験 で 入 学 志 願 者 に
解 答 さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
大学入試センター試験の
利 用 方 法
数
化 4教科5科目




数（数I .数E・数回・数A＊＊・数B* * *) 
数（数I・数II .数回・数A*)
理（化IB·化II ) 














地 球 科 学 科
,,,, 十 生 物 圏 環 境科 学 科
物
5教科6科目
国（国I .国II ) 






数（数I .数A）と（数II .数B，工，簿，情報から1 ) 
理（総理，物IB，化IB，生I B，地学IBから1 ) 





生 前期日 程物 且4寸 科
に 係 る
一般選 抜
電 子 情 報 工 学 科
の 全 部
工




















物 質 工 学 科
学｜





























































部l l卒 業 生 工業（工業数理）
物 質 工 学 科｜選
化 学 生 物 工 学 科


















（注） 1 . 教育学部において， 「地歴」のA科目を選択解答できる者は，高等学校においてA科目を履修した者に限る。
2. 経済学部及び工学部において， 「工業数理J . 「簿記J . 「情報関係基礎」を選択解答できる者は，高等学校においてこれらの科目を履修した者及び文部大臣の指定を受けた 専修学校高等 課程の修了（見込み）者に限る。
3. 大学入試センター試験で選択解答できる教科・科目において，複数の教科・科目を受験している場合は，高得点の教科・科目を利用する。
4. 旧 課程履修者の経過措置について は本要項3の（4) (16ページ）を参照すること。
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(2）後 期 日 程
＼～＼ 入学志願者に解答させる＼＼＼弓科・科目名等｜選抜の対象
学部（学科，課程，専攻等）名～＼＼＼＼
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 で 入 学 志 願 者 に
解 答 さ せ る 教 科 ・ 科 目 名 個別 学 力 検 査 等 の 教 科 ・ 科 目 等
大学入試センター試験の
利 用 方 法 そ の 他
人
人 文 戸寸且ー． 科
文
国 際 文 化 で且Fん 科寸且ゐー
言 吾回五ロ 文 化 是＋ 科
部
小学 校 教 員養成 課 程｜｜ 後 期 日 程




幼稚園教 員養成 課 に 係 る
情 報 教 育 課 一 般選 抜
教｜ （教育情報コース， 環境情報コース ）
の 全 部
国 5苦 専 攻












部｜課 ｜ 技 体1 専 攻
程
音楽， 美術， 保健体育 専攻
5教科5科目
国（国I・国II ) 
地歴（世B， 日B， 地理Bから1 ）一「’ ｜ からl公民（現社， 倫理， 政経から1 ）ーー」
数（数I， 数I・数A， 数E， 数II .数B， 工， 簿， 情報から1 ) 
理（総理， 物IA， 物IB， 化IA， 化IB， 生IA， 生IB, 
地学IA， 地学IBから1 ) 








地歴（世A， 世B， 日A， 日B， 地理A， 地理Bから1 ）一「｜ から1公民（現社， 倫理， 政経から1 ) I 
数（数I .数A）と（数II .数B， 工， 簿， 情報から1 ) 
理（総理， 物IB， 化IB， 生IB， 地学IBから1 ) 
外（英， 独， 仏， 中から1 ) 
実 技（音楽， 美術， 体育から1 ) 
小論文
（注） 1 . 教育学部において， 「地歴」のA科目を選択解答できる者は， 高等学校においてA科目を履修した者に限る。
2. 工学部において， 「工業数理」， 「簿記J ' 「情報関係基礎」を選択解答できる者は， 高等学校においてこれらの科目を履修した者及び文部大臣の指定を受けた 専修学校高等 課程の修了（見込み）者に限る。
3. 大学入試センター試験で選択解答できる教科・科目 において， 複数の教科・科目を受験している場合は， 高得点の教科・科目を利用する。
4. 旧 課程履修者の経過措置については本要項3の（4) (16ページ）を参照すること。
3教科3科目
国（国I .国II ) 
地歴（世A， 世B， 日A， 日B， 地理A， 地理Bから1 ）一「｜ から1公民（現社， 倫理， 政経から1 ) I 
外（英， 独， 仏， 中から1 ) 
国（国I .国II .現文・古I) 
小論文
外（英E・1）ーデイング）















数（数I .数A）と（数II .数B， 工， 簿， 情報から1 ) 
理（総理， 物IB， 化IB， 生IB， 地学IBから1 ) 































国（国I .国II ) 





国（国I ・国II ) 
数（数I ・数A) と（数II .数B)
理（物IB，化IB，生IB，地学IBから1 ) 
外（英， 独 ，仏， 中から1 ) 
5教科6科呂
田（国I .国II ) 
地歴（世A， 世B， 日A， 臼B， 地理A， 地理Bから1 ）一「｜ から1公民（現社， 倫理， 政経から 1 ) I 
数（数I・数A) と（数E・数B)
理（物IB) 
外（英， 独， 仏， 中から1 ) 
3教科 4科目
数（数I .数A）と（数II .数B)
理（物IB， 化IB， 生IB， 地学IBから1 ) 






理（化IB， 生IBから1 ) 
外（英， 独， 仏， 中から1 ) 
4教科5科目
国（国I ・ 国II ) 
数（数I .数A）と（数日 ・数B， 工， 簿， 情報から1 ) 
理（総理， 物IB，化IB，生IB， 地学IBから1 ) 
外（英， 独， 仏， 中から1 ) 
4教科5科目
国（国I .国II ) 
数（数I .数A）と（数E・数B， 工， 簿， 情報から1 ) 
理（総理， 物IBからl ） 
外（英， 独， 仏， 中から1 ) 
4教科6科目
国（国I・国日）
数（数I・数A）と（数日・数B， 工， 簿， 情報から1 ) 
理（物IB）と（化I B) 
外（英， 独， 仏， 中から 1 ) 
（注） 1 . 教育学部において， 「地歴」のA科目を選択解答できる者は， 高 等学校においてA科目を履修した者に限る。
2. 工学部において， 「工業数理J ' 「簿記J ' 「情報関係基礎jを選択解答できる者は， 高等学校においてこれらの科目を履修した者及び文部大臣の指定を受けた 専修学校高等 課程の修了（見込み）者に限る。
3. 大学入試センター試験で選択解答できる教科・科目において， 複数の教科・科目を受験している場合 は， 高得点、の教科・科目を利用する。




経 昼 間主 ff士:l1. i斉 戸寸ιー 科
i斉 コース
F寸Aー 経 営 A十"' 科
夜 間主
部 コース 経 営 法 学 科
数 """ 寸ー 科
生 物 学 科
理
後期日 程




科｜の 全 部�・-r 
地 球 科 学 科
部
生 物 園 環 境科 学 科
電 子 情 報 工 学 科
工
学｜機械シ ス テ ム 工 学 科
部 物 質 工 学 科
化 学 生 物 工 学 科
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 で 入 学 志 願 者 に
解 答 さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
大学入試センター試験の
利 用 方 法 そ の 他個別 学 力 検 査 等 の 教 科 ・ 科 目 等
3教科3科目
国（国I .国II ) 

















(3） 特 別 選 抜
よ�
人 人 文 会ー証「， 科
文
戸十田． 国 際 文 イヒ 且寸ιー 科
部 言 言苦 文 化 品寸tー． 科
数 学 専 攻
教
中 学校教員 理 科 ， 家 庭 ，
育 養 成 課 程 技 術 専 攻
ム→主2一ゐ 音 楽 ， 美 術 ，
保 健 体 育 専 攻
部
情 報 教 育 教育情報 コ ー ス
5果 程 環境情報 コ ー ス
奇圭 昼 間 主 経 済 学 科
j斉
コ ー ス
経 営 学 科寸品£ー． 
夜 間 主部 経 営 法 学 科コ ー ス
数 会寸誌ー， 科
理
旦寸tー， 物 理 戸寸ιー 科
部
生 物 園 環 境 科 学 科
電 子 情 報 工 主寸んー 科
工
機 械 シ ス テ ム 工 学 科ぶ寸単ー． 
物 質 工 十,,,, 科
部
化 学 生 ヰ均 工 且十-4 科
選抜の対象
推 薦 入 学
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 で 入 学 志 願 者 に
解 主ι」 さ せ る 教 科
3 教科 3 科 目
国 （ 国 I . 国 II ) 
地歴 （ 世 B ， 日 B ， 地理 B か ら l �コ
公民 （ 現社 ， 倫理， 政経か ら 1 ) 
か ら 1
外 （ 英， 独， 仏 ， 中 か ら 1 ) 
課 さ な い
課 さ な い
課 さ な い
課 さ な い
科 日 名
個 別 学 力 検 査 等 の 教 科
小論文
小論文 （ 数学 に 関す る も の ）








小論文 （ 数学的思考力 を 問 う 内 容 を 含む ）
面 接
小論文 （ 物理学的思考力 を 問 う 内 容 を 含 む ）
面 接
小論文 （ 科学的 な 思考 力 を 問 う 内容 を 含 む ）
面 接
小論文
面 接 （ 基礎学力 に 関す る 試問 を 含 む ）
（ 注 ） 1 . 大学入試セ ン タ ー 試験で選択解答で き る 教科 ・ 科 目 に お い て ， 複数の教科 ・ 科 目 を 受験 し て い る 場合 は ， 高 得点 の教科 ・ 科 目 を 利 用 す る 。
大学入試セ ン タ ー 試験の
科 目 等
利 用 方 法 そ の 他
大学入試セ ン タ ー 試験の配点
国 圭五 5 0 点関 口
地理歴 史
又 は 公民 5 0 点
外 国 語 5 0 点
計 1 5 0 点
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( 4 )  旧 教 育 課程履修者に対 す る 経過措置について
大 学 入 試 セ ン タ 一 試 験 個 別 学 力 検 査
旧 教 育 課 程 履 修 者 の 選 択 解 答 旧 教育 課程 履 修 者 に 対 し て
えまーナ・ー 音R 選抜方法 を 認 め る 旧 教 育 課 程 の 科 目 等 経過措置 を 講ず る 教科 ・ 科 目 備 考
旧 数学 I 旧 数学 E 理 科 I
倫理の
教 科 経過措置の 内容一 部
前期 日 程 。 。 。 。
人 文 学 部
後期 日 程 。 （ 注
1 参照 ）。 。 。
新教育課程 に よ る
出題科 目 と こ れ に
前期 日 程 対応す る 旧教育課。 。 。 。 数 学 （ 注 1 参照 ）教 育 学 部 程 と の 共 通 の 内容
（ 注 2 参照 ）を 出題 す る な どの
措置 を 講ず る 。
後期 日 程 。 。 。 。
新教育課程 に よ る
定圭 出題科 目 と こ れ に対応す る 旧教育課昼 間 主 前期 日 程 。 。 。 。 数 学 程 と の共通の内容i斉
コ
一
ス を 出 題す る な どの （ 注 1 参照 ）
，，� 措置 を 講ず る 。
後期 日 程 。 。 × 。
イ支 問 主 前期 日 程 。 。 。 。
コ
ス 後期 日 程 。 。 × 。
新教育課程 に よ る
出題科 目 と こ れ に
前期 日 程 。 。 × 。 数 学 対応す る 旧教育課
理 寸，，，ー＿，． 音I� 程 と の共通の内容 （ ・注 3 参照 ）
を 出題す る な どの
措置 を 講ず る 。
後期 日 程 。 。 × 。
新教育課程 に よ る
出題科 目 と こ れ に
前期 日 程 。 。 。 × 数 学 対応す る 旧教育課工 手寸且ー． 音日 程 と の 共 通 の 内容 （ 注 1 参照 ）
を 出題 す る な どの
措置 を 講ず る 。
後期 日 程 。 。 。 × 
（ 注 ） 1 . 理科 I を 解答 で き る 者は ， 高等学校の普通科， 理数科の卒業 （ 見込み ） 者以外の者 に 限 る 。
2 . 中 学校教員養成課程 （ 後期 日 程 ） で は ， 各専攻 に お い て大学入試セ ン タ ー 試験で解答 さ せ る と し た 教科 に 限 り ，
選択解答 を 認め る 。
3 . 倫理の 一部 を 選択解答で き る 者は 理学部物理学科及 び生物学科 （ 前期 日 程 ） の志願者 に 限 る 。
4 .  「 旧 教育課程履修者J と は ， 高等学校 （ 盲学校， 聾学校 及 び養護学校の 高等部 を 含 む 。 ） に 平 成 6 年 4 月 に 入 学
し ， 平 成 9 年 3 月 卒業 見込み の者以外の も の と す る 。
「新教育課程j と は ， 平成元年 3 月 15 日 付 け文部省令第 1 号 に よ り 改正 （ 文部省告示第26号 と し て 公示 ） さ れ ，
平 成 6 年 4 月 1 日 か ら 施行 さ れ た 高等学校学習指導要領 に 基つe き ， 平成 6 年 4 月 1 日 以 降 に 高 等学校 の 第 1 学年
に 入 学 し た生徒か ら 適用 さ れた教育課程 を い い ， 「旧教育課程」 と は ， そ れ よ り 前 の 高 等学校学習 指 導 要 領 等 に
基づ き 適用 さ れ た 教育課程を い う 。
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(5) 専 門 高 校 卒 業生選抜
実 施 学 部 ・ 学 科
電子情報工学科 機械 シ ス テ ム 工学科
工学部 ・ ・
化 学 生 物 工 学 科物 質 工 学 科
募 集 人 員 各学科 2 人 （ 定員 内 ）
選 抜 期 日 平 成 9 年 2 月 25 日 （ 火 ）
入学者の選抜 は ， 大学入試セ ン タ 一 試験の成績 と 個別学力検査 と し て 実 施 す る 工業 に 関 す る
科 目 の 成績 及 び出願書類 を 総合 し て 行 う 。
0大学入試セ ン タ ー 試験の受験 を 要す る 教科 ・ 科 目
ナ,uL. 科 受 験 を 要 す る 教 科 ・ 科 目
[ 4 教科 5 科 目 ］
電 子 情 報 工 学 科 国 （ 国 I
. 国 II ) 
機械 シ ス テ ム 工学科 数 （ 数 I
. 数 A ） と （ 数 II . 数 B ， 工， 簿， 情報か ら 1 ) 
理 （ 総理， 物 I B か ら 1 ) 
外 （英， 独， 仏， 中 か ら 1 ) 
[ 4 教科 5 科 目 ］
選 抜 方 法 国 （ 国 I . 国 II ) 物 質 工 学 科 数 （ 数 I . 数 A ） と （ 数 II . 数 B ， 工， 簿 ， 情報か ら 1 ) 化 学 生 物 工 学 科 理 （ 物 I B ， 化 I B か ら 1 ) 
外 、 （ 英 ， 独， 仏， 中 か ら 1 ) 
0個別学力検査の実施教科 ・ 科 目
十且ι 科 個別学力検査 に お い て 課す工業 に 関 す る 科 目
電 子 情 報 工 学 科
機械 シ ス テ ム 工学科
工業 （ 工業数理）物 質 工 学 科
化 学 生 物 工 学 科
出 原買 期 間 平成 9 年 1 月 27 日 （ 月 ） か ら 2 月 4 日 （ 火 ） （ 必着 ）
出 原E 要 件 高等学校の工業 に 関 す る 学科 を 卒業 し た 者 及 び平成 9 年 3 月 卒業 見込み の者
そ の f也
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 n台－－ 
採 用 8 .  7 .  4 土 田 祐 知 技術補佐員 （ 総合情報処理セ ン タ ー ）
，， 村 田 健 吾 ，， ，， 
，， 小 関 7じ ，， ，， 
dシ 野 村 利 里 ，， ，， 
，， 池 田 同リ ’F ，， 
8 .  7 .  5 西 塚 麗 子 事務補佐 員 （ 教育学部）
，， 荒 井 初II 三 技能補佐員 （ 施設課機械操作手 ）
，， 福 村 一 男 臨時用務員 （ 教育学部作業 員 ）
，， 浜 井 幸 作 広〉 ，， 
，， 竹 井 公 子 広〉 ，， 
，， 福 島 春 代 ，， ，， 
，， j宰 潟 いづみ 教務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学 部 ）
8 .  8 .  1 吉 村 徳 子 臨時用務員 （ 教育学部作業 員 ）
昇 任 8 .  8 .  1 松 崎 一 平 助教授 人文学部 （ 人文学科 ） 教 授 人 文学部 （ 人 文学科 ）
，， 鈴 木 孝 志 ，， 今 （ 言語文化学科 ） ，， ，， （ 言語文化学科 ）
今 高 安 和 子 ’シ 。 宅診 ，， ，， ，， 
もヰ 職 8 .  7 .  5 宮 崎 美佐子 臨時用務員 （ 教育学部作業員 ） 辞職 を 承認す る
退 職 8 .  7 .  27 林 敏 和 事務補佐員 （附属図書館情報サー ビス謀） 平成 8 年 7 月 26 日 限 り 退職 し た
。 岩 城 時代美 。 ，， ，， 
イン 深 谷 ,, ，， ，， 
。 大 岸 里 美 イシ 。 ，， 
。 西 村 憲 一 え〉 ，， ，， 
dシ 近 藤 俊 彦 。 ，， ，， 
8 .  7 .  30 高 桑 幸 子 教 諭 教育学部 （附属養護学校） （臨時的任用） 平成 8 年 7 月 29日限 り 任期満了 に よ り 退職 し た
8 .  8 .  1 土 田 ， 祐 知 技術補佐員 （ 総合情報処理セ ン タ ー ） 平 成 8 年 7 月 31 日 限 り 退職 し た
，， 村 田 健 吾 ，， 民〉 ，， 
イシ 小 関 7じ ，， か ゐ
，， 野 村 利 里 ，， 死シ ゐ
，， 池 田 岡リ ，， ，， ，， 
イシ 淳 潟 いづみ 教務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学部 ） ，， 
育児休業 8 .  7 .  30 安 田 里美子 教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校 ） 職務 に復帰 し た
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次期経済学部長 に 丹羽教授 を 選 出
増 田 信 彦 経 済 学 部 長 の 任 期
が ， 平 成 8 年 9 月 29 日 に 満 了
す る こ と に 伴 い ， 経 済 学 部 教
授 会 は ， 7 月 1 7 日 （別 に 次 期 学
部長候補者の選挙を行い ま し た。
そ の 結 果 ， 丹羽 昇 教 授 が 選
出 さ れ ま し た 。 任 期 は ， 平 成 8 年 9 月 30 日 か ら 2 年 間 。
丹羽教授 は ， 昭 和 45年 3 月 一 橋 大 学 商 学 部 を 卒 業 ， 同
47年 3 月 一 橋大学大学 院 商学研究科修士課程 を 修 了 ， 同
50年 3 月 一橋大学大学 院 商 学研 究科博士課程 を 単位 取 得
退 学 後 ， 富 山 大 学 経 済 学 部 助 手 に 採 用 と な り ， 同 5 1 年
4 月 同 講 師 ． 同 54年 3 月 同 助 教授， 同 63年 1 1 月 同 教 授 と
な り ， 現 在 に 至 っ て い ま す 。
専 門 は ， 金融論，
富 山 県 出 身
（ 就 任 の 抱 負 ）
全 く 思 い が け ず学 部 長 と い う 大 役 を 仰 せ っ か り ， そ の
職 責 の 重 さ に 戸惑 い を 感 じ て お り ま す 。 こ れ ま で 学 部 の
運 営 に あ ま り タ ッ チ し て こ な か っ た 私 で は あ り ま す が ，
皆 様 方 の ご指導， ご鞭援 を 得 て 職 務 が達 成 で き ま す よ う
よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。
と こ ろ で ， 経 済 学 部 は 関 係 各 位 の ご尽 力 に よ り 今 年 度
ょ う や く 念願 の 新校舎が完成 い た し ま し た 。 今 後 の 課 題
は 教 育 ・ 研 究 の 両 面 に お い て こ の す ば ら し い 外観 に 負 け
な い 質 的 充 実 を 図 っ て い く こ と で あ る と 考 え て お り ま す 。
教 育 面 で は ， 昼夜 間 主 コ ー ス ， 修 士 課程 の カ リ キ ュ ラ ム
の 再 検討 を 含 め て ， 学 生 数 の 減 少 に 対 応 で き る 特 色 あ る
教育体制 の 確 立 が ， ま た ， 研 究面 で は 教 官 の 研 究 環 境 の
一 層 の 充実 と ， 次 第 に 高 ま り を 見せ て い る 環 日 本海 交 流
に 備 え て 学部 研 究 施 設 で あ る 日 本 海経 済研 究 所 の 学 内 セ
ン タ ー 化， 人 文学 部 と の 独 立 大 学 院 構 想、 の 実現等大 き な
課 題 が 山 積 し て お り ま す 。 若 輩 な 私 で は ご ざ い ま す が ，
皆 様 の ご協 力 を 得 て 精 一 杯 努 力 し て 参 り た い と 思 っ て お
り ま す 。
平成 8 年度高等学校 と 富 山 大学 と の 入学試験 に 関 す る 懇談会
高 等 学 校 の 進 路指 導 担 当 者 と の 入 学試験に 関 す る 懇 談
会 が去 る 7 月 16 日 （刈黒 田 講 堂 に お い て 開 催 さ れ ま し た 。
こ の 懇 談 会 は ， 本学 の 入 学 試験 や 教 育 研 究 な ど に つ い
て 理 解 を 得 る こ と を 目 的 と し て 毎 年 開 催 さ れ て い る も の
で ， 今 年 も 富 山 県 の ほ か 石 J I I ， 新 潟 及 び岐 阜 県 の 高 校 側
担 当 者 と 学 生 部 長 ， 工 学 部 長 な ど の 本 学 関 係 者 合 わ せ て
91 名 が 出 席 し て 行 わ れ ま し た 。
特 に ， 各 学 部 ・ 学科 （ 課程 ） の 特 色 及 び就職 状 況 等 に
つ い て ， 各 学 部 か ら 詳細 な 説 明 があ り ， 高校側 か ら も 本
学： に 対 し て 様 々 な 質 問 ・ 要 望 等 が寄 せ ら れ る な ど ， 活 発
な 意 見 交 換 が行 わ れ ， 充 実 し た 懇 談会 と な り ま し た 。
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を 開 催
経済学 部 で は ， 富 山 大 学 国 際 交流事業基金第 2 種 外 国
人研究者 招 へ い 事業 に よ り ， 学 術 交 流 の た め 滞 在 中 の ア
メ リ カ 合 衆 国 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 大学 ア マ ー ス ト 校経 済 学
部教授 Donald W .  Katzner 氏 （ 専 攻 ： ミ ク ロ 経 済 学 ）
に よ る 学 術 講 演 会 が去 る 7 月 1 5 日 （月)10時45分か ら 当 学 部
中 会 議 室 で 開 催 さ れ ま し た 。
講 演 会 は ， 当 学 部 教 官 ・ 学 生 を 対 象 に 「Culture and 
Economic Behavior （ 文化 と 経済 行 動 ） J と 題 し ， 文 化
が経済行動 に 与 え る 影響 に つ い て ． 約 2 時 間 に わ た り 行
わ れ ， 参 加 者 は 熱 心 に 聴 講 し て い ま し た 。
［！）�事l�l!l
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
北極 に お け る 氷河末端域の生態系 8 .  7 .  6 外 国 出 張 理 学 部 助 手 和 田 直 也 ノ lレ ウ 1二 一 変動の研究 8 .  9 .  9 
第 14回 国 際 O R 会議 に 出席， 研究 8 .  7 .  7 経済学部 教 授 菊 田 健 作 カ ナ ダ 発表 8 .  7 .  13  
フ ラ ン ス 第 9 回世界農村社会学会議 に 出 席． 8 .  7 .  13  
教育学部 教 授 黒 柳 晴 夫 オ ラ ン ダ 研究発表， ア ジ ア 農村社会学会設ル ー マ ニ ア
オ ー ス ト リ ア 立打合せ， 研究打合せ 8 .  8 .  2 
疲
資料
労 に 関 す る 研究打合せ及 び研究 8 .  7 .  2 1  
工 学 部 教 授 塩 津 和 章 大 韓 民 国 収集洋
． 破壊 と 強
議
度 に 関 す る ア
ジ ア 太平 国際会 に 出 席， 研究
発表 8 .  7 .  27  
’F 助教授 石 原 外 美 ，， ，， ，， 
オ ー ス ト リ ア 第10回 国際乾燥 シ ン ポ ジ ウ ム に 出 8 .  7 .  23 ，， 教 授 山 口 信 吉 ポ ー ラ ン ド 席 ， 研 究発表， 乾燥及 び物 質移動操作 に 関 す る 資料収集 8 .  8 .  6 
，， 教務職員 山 本 辰 美 ，， ，， ，  
フ フ ン ス ア フ リ カ に お け る 民族芸術の 文化 8 .  7 .  26 人文学部 助教授 竹 内 潔 コ ン ゴ 人類学的研究 に 関す る 調査等 8 .  9 .  27 
第163 回 国際天文学会 に 出 席 ， 研 8 .  7 . 13  
海 外 研 修 工 学 部 助教授 小 出 真 路 オ ー ス ト ラ リ ア 究発表， 電磁流体力 学 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン に 関す る 研究打合せ 8 .  7 .  22 
8 .  7 .  20 
教育学部 教 授 中 川 日牟 タ イ 王 国 第18回国際家政学会議 に 出席
8 .  7 .  28 
化学史 に 関す る 調査研究及 び資料 8 .  7 .  2 1  ゐ 教 授 竹 内 茂 嫡 ド イ ツ 収集 8 .  8 .  1 
8 .  7 .  25 
人文学部 助教授 岩 井 瑞 枝 フ フ ン ス 16世紀 フ ラ ン ス 美術関係資料調査
8 . 10. 13 
中 国文学及び中 国語等授業 に 使用 8 .  7 .  30 ，， 助教授 上 野 隆 三 中 華 人 民 共 和 国 す る 教材等の資料収集 8 .  8 .  26 
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氏 名 本 国 に お け る
来 F寸ιー 目 的 本 学 受 入 先 期 間
（ 国 籍 ） 所属機関 ・ 職名
ク ー ジ ョ ン モ
江 原 大 寸Aとん一 校 経済学部教授 8 .  7 .  3 
具 正 諜 共 同 研 究 打 合 せ
（ 韓 国 ） 教 授 中 藤 康 俊 8 .  7 .  4 
ド ナ ル ド カ ッ ツ ナ ー マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 大学 経済学部助教授 8 .  7 .  1 4  
Donald W .  Katzner セ ミ ナ ー 及 び研 究 打 合 せ
（ ア メ リ カ ） 教 授 大 森 義 明 8 .  7 .  1 6  
イ ム チ ョ ン ソ ク 建 国 大 寸品ιー 校 経済学部助教授
任 千 錫 研 究 打 A 口 せ 8 .  7 .  31 









今 井 克 典
ミl�llil司
本 音B
7 月 1 日 第 1 1 回 カ リ キ ュ ラ ム 等 見 直 し 検 討小 委 員 会
8 日 第 2 回 外 国 語 及 び保健体育検討小 委 員 会
8 日 ～ 9 日 平 成 8 年 度 訴 訟 問 題 研 究 会 （ K K R 三 の 丸
名 古 屋 ）
10 日 人 事 関 係事項説明聴取 （ 文部省 ）
生 涯 学 習 事業 推進 担 当 者 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議
（ 県 民 カ レ ッ ジ ）
10日 ～11 日 概 算 要 求 ヒ ア リ ン グ （ 文部省 ）
1 1 日 人 事 関 係事項 に 関 す る 懇 談 （ 文 部省 ）
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平 成 9 年 度 国 立学校特 別 会 計概 算 要 求 説 明
（ 文部省 ）
入学者選抜要項記者発表
15日 中 部 地 区学 生 補 導厚 生研 究 会 の 白 書等 作 成 検
討 委 員 会 （ 金沢大学 ）
16 日 高 等学校進路指導担 当 教諭 と 富 山 大学 と の 入
学 試験 に 関 す る 懇 談 会 （ 黒 田 講 堂 ）
16 日 ～19 日 中 部地 区 学 生 厚 生 補 導 研 究 会 東 海 ・ 北 陸 地 区
研 修 会 （ 石 川 県青 年 会 館 ）
北 陸地 区 国 立学校等監督者研修 （ 福 井大学 ）
1 8 日 第 l 回大学等就職 問 題 連 絡 会 議 （ 県 民 会 館 ）
平成8年8月発行
学
1 9 日 第 1 回 学 生 ア ン ケ ー ト 実施 ワ ー キ ン グ グ ル ー
プ会 議
22 日 第 3 回 外 国 語 及 び保健体育検討小 委 員 会
23 日 富 山 県留学生等交流推進会議運営委員 会幹事会
24 日 平 成 8 年 度全 国大学保健管理協 会 東 海 ・ 北 陸
地 方 部 会 保健 婦 ・ 看 護 婦 班研 究 集 会
（ た ち ば な 会館 ）
第 4 回 国 際 交 流 委 員 会 留 学生 部 会
24 日 ～25 日 国 立 学校事務電算化実態調査
25 日 ～26 日 平 成 8 年 度全 国大学保健管理協 会 東 海 ・ 北 陸
地 方 部 会 研 究 集 会 （ た ち ば な 会館 ）
30 日 第 2 回 厚 生 補 導 担 当 者会 議
31 日 ～ 8 月 2 日
固 有財 産 有 効 利 用 調 査
人 文 学 部 i
7 月 1 日 人 事 に 関 す る 検討 委 員 会
学 部 国 際 交流 委 員 会
2 日 独 立 大 学 院研 究科 （博士課程） 設置検討委員 会
3 日 予 算 委 員 会
人 文科学研究科教務等検討委 員 会
4 日 学 部 入学者選抜方法検討 委 員 会
10 日 教 授 会
教 授 会 （ 人 事 ）
大学 院 人 文科学研 究科 委 員 会
1 1 日 独 立 大 学 院研究科 （博士課程 ） 設置検討委員 会
17 日 特 別 昇給 委 員 会
学 部 教 務 委 員 会
学 部 将 来 計 画 委 員 会
1 9 日 人 文科学研究科教務等検討委 員 会
23 日 独 立 大 学 院研究科 （博士課程 ） 設置検討委員会
24 日 教 授 会
教 授 会 （ 人 事 ）
大 学 院 人 文科学研 究科 委 員 会
30 日 予 算 委 員 会
31 日 学 部 教務 委 員 会
学 部 将 来 計 画 委 員 会
教授会
教 育 学 部
7 月 5 日 学 部 入学 試験委員 会
カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会
報 第379号
8 日 学部紀要編 集 委 員 会
10 日 学部 教 務 委 員 会
教 育 学研 究科 委 員 会
教授会
人事教授会
1 2 日 学部改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
15 日 自 然、観 察 実習 セ ン タ ー 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
1 7 日 F付属 幼 稚 園 第 1 学 期 終 業 式
1 9 日 カ リ キ ュ ラ ム 小 委 員 会
附 属 小 学 校 ， 附 属 中 学校 及 び 附 属 養護学校
第 1 学 期 終業 式
24 日 学部教 務 委 員 会
24 日 ～26 日 国立大学附属学校栄養士研究会 （ 国立教育会館）
30 日 学 部予 算 委 員 会
経 済 学 部 i
7 月 2 日 各 種委 員 選 考 委 員 会
3 日 助 手室 業 務 運営 委 員 会
学部学生生活委 員 会
8 日 大 学 院 経 済学研究科 委 員 会 小 委 員 会
学 部 入 学 方 法 検 討 委 員 会
9 日 財 務 委 員 会
学 部教 務 委 員 会
1 0 日 人事教授会
教授会
1 1 日 日 本 海 経 済研究所運 営 委 員 会
1 2 日 論集委 員 会
17 日 経 済 学 部 長候補者選挙
教授会
18 日 学 部 図 書 委 員 会
日 本 海経済研究所 運 営 委 員 会
22 日 コ ン ピ ュ ー タ 管理 運 営委 員 会
広 報委 員 会
23 日 財 務 委 員 会
学部将来構想検討委員 会 及 び 日 本海経済研究所
運 営 委 員 会 の 合 同 委 員 会
24 日 人事教授会
大 学 院 経 済学研究科 委 員 会
教授会




理 学 部 1
7 月 1 日 理学研究科 委 員 会 教務検討小委員 会
3 日 予 算 委 員 会
学 科 長 会 議
8 日 理 学 部案 内 編 纂 委 員 会
9 日 学 部 教務 委 員 会
1 1 日 理学部案 内 編 纂 委 員 会
1 2 日 学 部 入 試 改善 委 員 会
1 7 日 教授会
人事教授会
25 日 学 部 教務 委 員 会
26 日 学 部 就職 指 導 委 員 会
30 日 予 算 委 員 会
学 科 長 会 議
31 日 教 授 会
人事教授会
工 学 部 （
7 月 1 日 博 士 後 期 課 程 主 任 会 議
3 日 教授会
研 究 科委 員 会
博士後期 課程 委 員 会
4 日 温 交 会 役 員 会
9 日 工 学 部外 国 人 留 学生 委 員 会
工 学 部 入 学試験検討 委 員 会
10 日 3 年 次 編 入 学 （ 学力 に よ る 選抜 ） 試験
1 1 日 工 学 部教 員 選 考 内 規検討 委 員 会
工 学 部教務 委 員 会
1 2 日 学 部 運 営委 員 会
15 日 教 授 会
専 任 教授会
18 日 工 学 部教 員 選 考 内 規検討 委 員 会
19 日 工 学 部学 生 生 活 委 員 会
24 日 学 部 施 設整備 委 員 会
25 日 温交 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン
26 日 工学教育 協 会 富 山 県支 部 評議 員 会 ・ 総会
前 学 期 授 業 終 了
29 日 学 部 運 営 委 員 会
30 日 教授会
専 任 教 授 会
博士後期 課程 委 員 会
大 学 院 の 整 備 拡充 を 図 る 検討 委員 会 （ 仮 称 ）
報 第379号
31 日 ～ 8 月 1 日
公 開 講座 「 f超 ・ 極 み J の 世 界」
附 属 図 書 館 ｜
7 月 2 日 ～ 4 日
第 43回 国 立 大 学 図 書 館 協 議 会 総 会
（ 神 奈川 県 民 会 館 ）
25 日 ～ 10 月 13 日
臨 時休館 （ 改 修 工 事 の た め ）
地 域 共 同 研 究 センター ｜ 
7 月 17 日 地域共同研究セ ン タ ー 交流振興会理事会 ・ 総会
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町 1 丁 目 5 - 1 8 
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 （内
印 刷 所
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